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Ⅰ 当期の業績 

（１） 損益計算書 （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

・特別損失 20,000 千円は、専務取締役鍵山文厚の退任に伴い、その在任中の労に報いるため贈呈した役員退職慰労金です。 

 

 

（２） 貸借対照表 （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長期借入金のうち 1 年以内の返済予定額 245,460 千円は、他の固定負債ではなく、流動負債に含めております。 
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 (３) 株主資本等変動計算書（2017 年 7 月 1 日～2018 年 3 月 31 日、単位：千円、千円未満は切り捨てて表示） 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他 

利益剰余金 
項目 

資本金 
資本準備金 

その他 

資本剰余金 
繰越利益剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 

純資産 

合計 

2017 年 6 月 30 日残高 100,000 68,916 41,710 161,491 ▲56,798 315,320 315,320 

第 1 四半期中の変動額       配当金    ▲5,589  ▲5,589 ▲5,589 

四半期純利益    +88,820  +88,820 +88,820 

 第 1 四半期中の変動額の合計    +83,231  +83,231 +83,231 

2017 年 9 月 30 日残高 100,000 68,916 41,710 244,723 ▲56,798 398,551 398,551 

第 2 四半期中の変動額  四半期純利益    ▲2,769  ▲2,769 ▲2,769 

 第 2 四半期中の変動額の合計    ▲2,769  ▲2,769 ▲2,769 

2017 年 12 月 31 日残高 100,000 68,916 41,710 241,953 ▲56,798 395,782 395,782 

第 3 四半期中の変動額  四半期純利益    ▲10,506  ▲10,506 ▲10,506 

 第 3 四半期中の変動額の合計    ▲10,506  ▲10,506 ▲10,506 

2018 年 3 月 31 日残高 100,000 68,916 41,710 231,446 ▲56,798 385,275 385,275 

 

 (４) 貸借対照表および損益計算書の作成の基本となる事項  

四半期の貸借対照表および損益計算書の作成の基礎としている会計処理の原則および手続は、下記事項を除き正規の決算におい

て採用している基準と同一のものを適用しております。正規の決算において採用している重要な会計方針等は「第23期事業報告

書 注記表 Ⅰ.重要な会計方針に係る事項に関する注記」をご参照ください。事業年度の貸借対照表および損益計算書の作成の

ために採用している会計処理の原則および手続きと異なる会計処理の基準は次のとおりです。 

 

●固定資産の減価償却の方法 各四半期の減価償却費は年間償却見積額の4分の1相当額を計上しています。 

●経過勘定項目  未収収益、未払費用等の経過勘定項目のうち、重要性の低い項目は、資産および負債に計上せ

ず期間収益または期間費用として処理しています。 

●税金の計上基準  法人税､住民税および事業税の前期税負担率（税効果会計適用後の税額／税引前純損益）を、各

四半期の税引前純損益に乗じて計上しています。 

●消費税等の会計処理  仮払消費税等および仮受消費税等は、相殺のうえ、差額を流動資産または流動負債として計上

しています。 

なお、当該四半期の貸借対照表、損益計算書および株主資本等変動計算書については、監査法人の監査を受けておりません。 

 

 

 (５) 重要な会計方針  

1.固定資産の減価償却の方法 

（1）有形固定資産  定額法を採用しています。なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

   建物:17～18 年､構築物:15～20 年､車両運搬具:4～6 年､工具器具備品:3～8 年 

（2）無形固定資産  定額法を採用しています。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能

期間（５年）に基づく定額法を採用しています。 

（3）長期前払費用  定額法を採用しています。 

2.消費税等の会計処理  消費税等の会計処理は、税抜方式によっています。 

3.リース取引の処理方法  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る会計処理によって

います。 

なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引き続き通常の賃貸借取引に係る会計処理によっています。 

4.法人税・住民税  前期の税負担率（税効果会計適用後の税額／税引前純損益）を、各四半期の税引前純損益に乗

じて計上しています。 
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Ⅱ 第 24 期（2017 年 7 月 1 日～2018 年 3 月 31 日）の業績の概況 

 部門別内訳  （単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております）  

(※1)「前橋南店」「軽井沢店」の売上高は、運営受託店のため、宿泊営業売上ではなく運営受託料売上です。 
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・「紀伊長島店」の出店が中止になったことにより店舗番号を変更したため、64 号店以降については店舗名が第 1 四半期報告書の記載と異なっております。 

 客室稼働率（全店通算、構成内訳別）の推移  （2017 年 7 月 1 日～2018 年 3 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 四半期までの通期の客室稼働率は 67.6→70.4％と前年同期を大幅に上回り、好調を持続しています。 

 

 売上高・経常損益（全社合計、出店時期別）の推移  （2017 年 7 月 1 日～2018 年 3 月 31 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 四半期までの通期の売上高は 1,280,872→1,466,242 千円、経常利益は 94,187→150,340 千円と前年同期を大きく上回りまし

た。 
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Ⅲ 第 24 期の売上高および利益の予測について 
（単位：千円、千円未満は切り捨てて表示しております） 

 

Ⅳ 資金および借入金の状況 

 （１） 現金および預金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て） 

期 

 科目 

第 23 期第 3 四半期 

2017.1.1～3.31 

第 23 期第 4 四半期 

2017.4.1～6.30 

第 24 期第 1 四半期 

2017.7.1～9.30 

第 24 期第 2 四半期 

2017.10.1～12.31 

第 24 期第 3 四半期 

2018.1.1～3.31 

現金および預金の増減額 ▲43,892 ▲54,692 ＋111,538 ＋20,596 ▲111,433 

現金および預金の四半期首残高 330,865 286,973 232,281 343,819 364,416 

現金および預金の四半期末残高 286,973 232,281 343,819 364,416 252,982 

 （２）短期借入金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て）1 年以内返済予定額は短期借入金として表示しております。 

期 

 科目 

第 23 期第 3 四半期 

2017.1.1～3.31 

第 23 期第 4 四半期 

2017.4.1～6.30 

第 24 期第 1 四半期 

2017.7.1～9.30 

第 24 期第 2 四半期 

2017.10.1～12.31 

第 24 期第 3 四半期 

2018.1.1～3.31 

短期借入金の増減額 ＋72,643 ＋83,892 ▲36,005 ▲77,407 ▲2,551 

短期借入金の四半期首残高 204,888 277,531 361,423 325,418 248,011 

短期借入金の四半期末残高 277,531 361,423 325,418 248,011 245,460 

借入金の減少は約定返済によるものです。 

 

 （３）長期借入金の増減 （単位：千円、千円未満は切り捨て）1年以内返済予定額は短期借入金として表示しております。 

期 

 科目 

第 23 期第 3 四半期 

2017.1.1～3.31 

第 23 期第 4 四半期 

2017.4.1～6.30 

第 24 期第 1 四半期 

2017.7.1～9.30 

第 24 期第 2 四半期 

2017.10.1～12.31 

第 24 期第 3 四半期 

2018.1.1～3.31 

長期借入金の増減額 ＋39,142 ▲46,350 ＋36,974 ＋109,389 ▲63,835 

長期借入金の四半期首残高 560,933 600,075 553,725 590,699 700,088 

長期借入金の四半期末残高 600,075 553,725 590,699 700,088 636,253 

借入金の減少は約定返済によるものです。 

 （４） 投資その他の資産の内訳  第 24 期第 3 四半期末（2018 年 3 月 31 日）時点（千円未満は切り捨てて表示） 

 146,310 千円 ･･･ 借上直営店における差入れ保証金（契約満了時返済） 

 433 千円 ･･･ 借地直営店における借地権利金（20 年均等償却） 

 17,474 千円 ･･･ 保険料積立金 

 7,525 千円 ･･･ 繰延税金資産 

     1,210 千円 ･･･ 取引信用金庫などへの出資金 

     27 千円 ･･･ リサイクル預託金 

 合計 172,980 千円 

 

 

 

 

 

 

期別 
 

科目 

第 21 期 通期実績 
2014.7.1～2015.6.30 

第 22 期 通期実績 
2015.7.1～2016.6.30 

第 23 期 通期実績 
2016.7.1～2017.6.30 

第 24 期 通期予想 
2017.7.1～2018.6.30 

売上高 1,391,953 1,548,239 1,686,621 1,860,000 

経常損益 62,374 94,455 75,966 110,000 

当期純損益 34,632 52,740 44,029 55,000 
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Ⅴ 今後の事業展開と出店計画について 

 「松山店」と「四万十店」がオープンしました  

予定どおり、3月1日に「松山店」、4月26日に「四万十店」がオープンしました。「松山店」は松山市の郊外で瀬戸内海を望

む場所、「四万十店」は高知自動車道「四万十町中央インター」出口すぐのちょっと小高い場所にあり、いずれも眺めの良

い立地です。これで、四国は各県に2店舗ずつ、計8店舗になりました。お遍路の旅にも活用いただきやすくなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「松山店」        「四万十店」 

 「井原店」と「函館店」のオープン予定日が決まりました  

現在建築工事中の両店のオープン予定日が、「井原店」は7月12日、「函館店」は7月25日に決まりました。5月後半には予約

受付を開始する予定です。 

 「大阪港店」と「京都木津川店」の出店が決まりました  

念願であった大阪府と京都府内への出店が決まりました。「大阪港店」は大阪市港区築港、天保山や海遊館の近くでUSJに

も車で10分ほどの場所。「京都木津川店」は京都府の南部。奈良市に近い木津川市、JR「木津駅」の近くです。いずれも、

年内12月のオープンを目指して準備を進めているところです。 

その他、複数の場所で出店の計画が進んでいますが、正式に決定次第公表いたします。 

 店舗の大規模補修や模様替えを継続  

「日光鬼怒川店」と「山中湖店」が完了し、今後、「仙台亘理店」「東京新木場店」で改装改築工事を行う予定です。 

 本社スタッフを増員  

本社スタッフの増員を図るため、昨年よりホームページなどで求人活動を行ってきましたが、4月から5月にかけて、3名の

スタッフが増えました。引き続き、会社説明会を開催し、本社スタッフの充実を図る予定です。 

 オリジナル「全国ドライブマップ 2018年版」が完成します  

2年前、創業20周年を記念して当社オリジナルの「全国ドライブマップ」を企画・作成しましたが、おかげさまで好評をい

ただき、残部もわずかになったことから、改訂版作成の準備を進めてきました。5月末には完成し、頒布（1,000円）を開始

する予定です。新しい機能の加わったユニークな地図です。どうぞご期待ください。 

 マニュアルや社内システムの大幅見直しを進めています  

昨年から「店舗運営マニュアル」全面改訂の作業を続けてきましたが、4月に2018年版がまとまりました。これによって、

店舗運営業務の効率化と統一化をさらに推進する予定です。また、7月の新年度スタートを機に、数年来進めてきた「フロ

ントシステム」の大幅改良と、データ分析ソフトを活用した社内の各種定期報告書類の整理を行っています。これによって、

支配人の業務軽減と、効率的で的確な経営分析を進めていく計画です。 

幸い今期の業績は当初の見通し以上に好調に推移していますが、店舗数の増加に伴いバラつきも目立つようになっています。 

現状をしっかりと認識し、足元を固めながら、サービスの質の維持向上と事業の安定性を強化していきたいと考えています。 

 「旅館業法」に続き、「消防法」や「労働基準法」についての問題提起を行います  

当社からの規制緩和の要望が一部反映された「旅館業法の一部改正案」がいよいよ6月15日より施行されます。引き続き、

自治体の条例改正に向け、働きかけを行っていく心づもりです。 

また、2階廊下への避難はしごなど、使われる可能性のない無駄な設備の設置を求められるケースが多いため、消防庁に対

し、近く要望書を提出する予定です。 

さらに、当社支配人の特殊な勤務形態について、昨年厚生労働省を訪ね監督課や賃金課の担当者と意見交換を行いましたが、

いよいよ全国の労働基準監督署との具体的な交渉に着手したいと考えています。 

以上 


